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と異なり、第二世代はそれらに矛盾を見出さない。そのような第二世代の例として FF の設立が描かれる。 
 
第3章「マーサ・ウィルソンの『芸術』」では、FFの設立者であるウィルソンがどのように自身をアーティスト
と、そして彼女の制作物を芸術作品として位置づけていくのかが分析される。FF設立はアーティストとしての自覚
を得たウィルソンの「アイデンティティ」の構成要素として必要だったのである。このときウィルソンにとって、
アーティストとFFのディレクターという在り方がどのように切り離されたものとして位置づけられていたことが指
摘される。 
 
第4章「フランクリン通りにて」では、FFが扱ってきた代表的な芸術形態であるアーティスト・ブックとパフォー
マンス・アートを軸に、生活世界に根ざした「ふつうのもの」としての芸術作品の周囲でうまれるゆらぎが指摘さ
れる。れぞれの作品形態が近代芸術において想定されてきた独立した言説空間を超えていくのである。 
 
第5章「文化戦争と失われた場所」では、パフォーマンス・アートの唯一性の担保となっていた場所を失ったあ
と、FFがインターネット上を活動の場として見出していく過程が描かれる。彼らがいかに従来の閉じた言説空間と
しての「アートワールド」からパフォーマンス・アートをとりだし、生活世界へ近とづけていくかが描写される。 
  
第6章「フランクリン通りを離れて」では、ウィルソン自身の「アイデンティティ」の変化とFFがすすめるアーカ
イヴ化/歴史化がいかにアヴァンギャルドの芸術を完遂するものであるのかが示される。ウィルソンは、それまで
アーティストであることとFFのディレクターであることを分離したものとして生きてきた。FF自体がアヴァンギャ
ルドの作品のようなものとして見なされるようになると同時に、ウィルソンは彼女のふたつの立場が切り離せない
ものにあることを見出す。FFが提示したアヴァンギャルドの芸術実践は、生活世界を芸術に近づけるのではなく、
芸術を生活世界へともたらすことで、徹底して自律した領域としての芸術を無化するものである。 
 
当論文の物語の一つの筋は、伝統的な画商・美術館・批評家システムへのアバンギャルド芸術の挑戦である。も
う一つの筋はマーサ・ウィルソンの人生を辿りながら、浮かびあがってくる「芸術家」の定義である（「芸術」の
定義ではない）。それは「アイデンティティ」「職」「役割」といったさまざまな言葉で表現される。その定義は
ゆれ動きながらも、マーサの中でじょじょに形をとっていくのである。その二つの物語が最終章で統一されること
になるのである。 
 
本論文は博士（人間科学）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
